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GPS observation has revealed that magma 9×108m3 has been stored in the reservoir at depths 8-10 km beneath 
Aira caldera, north of Sakurajima volcano. High rate supply of >1×107m3/year appeared in time intervals of 1 – 3 
years. Dense network of GPS was installed in December 2007 to detect lateral magma movement from Aira 
caldera southwestward to Sakurajima.  
 

１．はじめに 

桜島北部および姶良カルデラ周辺の地盤は

1993 年ごろから上昇に転じたことが水準測量に

より示されている．GPS の連測観測によると

1995 年以降 2007 年までに桜島を東西にはさむ

10km の基線が約 10cm 伸長したことが観測され

ている．この地盤の膨張は 1997 年 11 月から 1999
年 10 月にかけての期間が最も顕著であり，その

地盤変動を引き起こした増圧力源は姶良カルデラ

の下 9km に求められており，マグマの蓄積による

ものと考えられている．ここでは GPS 連続観測

および姶良カルデラ周辺における繰り返し観測の

結果に基づいて桜島の地盤隆起・伸長期にあたる

1995 年以降のマグマの動態について考察する． 
 

２．地盤変動の時間変化 

1995 年以降，顕著な地盤変動が観測されたのは

1996 年 2 月まで，1997 年 11 月から 1999 年 10
月，2004 年 10 月から 2005 年 2 月までの期間で

ある．これらの期間における圧力源の位置はいず

れも姶良カルデラ下の深さ 8～10km に求められ

た．桜島を東西にはさむ測線の基線長変化を基準

とした圧力源の体積変化および火山灰放出量を考

慮したマグマ累積供給量の時間変化を図に示した．

姶良カルデラ下では 1995 年以降，9×108m3のマ

グマが蓄積されたと見積もられる．供給率は一定

ではなく活動期と停滞期を繰り返している． 
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３．今後の見通し 

2003 年 11 月には桜島の南西海域において火山

性地震が多発したが，Hidayati et al. (2007)はそ

の地震活動を姶良カルデラ下に蓄積されたマグマ

の一部が南西方向に延びる開口割れ目に沿って移

動したことによるものと解釈した．マグマの蓄積

率からみて将来，規模の大きい噴火が発生するこ

とは十分予想できる．姶良カルデラ下のマグマ溜

まりから桜島へのマグマの移動開始を早期に検知

することが重要であり，そのために 2007 年に行

われた桜島火山集中総合観測において GPS 観測

では桜島に稠密観測網を設置し観測を開始したと

ころである． 

 


